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　○出席   　R リモート出席　M メーキャップ

　　主　　題（2020/2021）
国 際 会 長　「価値観、エクステンション、リーダーシップ」
アジア太平洋地域会長　「変化をもたらそう」
西 日 本 区 理 事　「Let's do it now !」
中 部 部 長　「知らせよう！ワイズの奉仕活動を」
名 古 屋 ク ラ ブ 会 長　「元気にやろまい！」

2020 〜 2021　5 月号　(No892）

在　　籍	 19 名

第 1 例会	 12 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター 	 0 名

第 2 例会	 11 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター	 0 名

メーキャップ	 0 名

出席率	 88.2%

4 月クラブ出席 B　　　F

切手	 0pt

現金	 0pt

小計	 0pt

切手	 2351pt

現金	 0pt

合計	 2351pt

4
月

7
〜
4
月
累
計

小　尾	 　

川　口	 ○	 　

川　本	 R	 R

河　部		  R 

鬼　頭		

木　本	 　

久保田	

塩　田	 R	 R

鈴木（貞）	 R

鈴木（学）		  R 

相　馬	 ○	 R

遠　山	 ○	

戸　田	 R	 R

谷　川	 ○	 R 

中　村		  R

西　村	 R 	 R

平　野	 ○	 R

深　谷	 R	

渡　辺	 R 	 R

4　月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2021 年 5 月 18 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:00p.m.
ところ：名古屋 YMCA
プログラム：下半期プログラム　その他

　鹿児島で開催された第４回西日本区大会で、徳川御三家の紀

州と尾張がＤＢＣ締結ということで葵のご紋の前で和歌山紀の

川クラブとＤＢＣを締結して２０年が経った。本当に仲が良い

ブラザークラブだと感じる。名古屋クラブのメンバーも締結当

時からずいぶん変わったが、交流事業は当時と変わらず和気あ

いあいとした雰囲気はそのままのような気がする。当時、子ク

ラブの名古屋サウスクラブが解散する事となり、名古屋サウス

とＤＢＣを締結していた和歌山紀の川クラブを親クラブの責任

としてＤＢＣ消滅させることはならん！と故長井潤さんを筆頭

に尽力されたのを思い出されます。不肖平野ＤＢＣ締結時は

３０代前半の頃で西日本区大会は遊びに行くものと思い込んで

いて、大会会場から姿をくらましていました。ＤＢＣ締結当時

も他クラブのＫさんとあっちこっち巡り、挙句の果てにフェリー

に乗って桜島まで観光に行って遊び惚けていたところ、電話が

鳴り「今どこだ！直ぐ帰ってこい！」とＤＢＣ締結式へ緊急送

還となりました。今思い返せば締結会場に理事もいなければ主

任も同席せず後々締結書に理事に署名を頂いた手作りの締結式

だったような記憶があります。当時はＤＢＣの意味も知らず、

ただ単に仲間が増えたと理解していました。数年後に交流事業

主任を務めた折その時の経験が役にたち、熱海グローリークラ

ＤＢＣ交流会
平　野　実　郎

会　　長　平野実郎

副 会 長　塩田　保

書 　 記　川本　渡辺　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　久保田　鬼頭　平野

5 月例会プログラム
と　き：2021年 5月 8日 (土 )3:00p.m.～ 8:30p.m.
ところ：名古屋 YMCA・和歌山 YMCA・
　　　　静岡 YMCA・Zoom

名古屋・和歌山紀の川・熱海グローリー
ＤＢＣ交流会

15：30 ～　Ｚｏｏｍ接続可
 Zoom 担当　鈴木貞祥・渡辺真悟

司　会　平野実郎（名古屋クラブ会長）
開会宣言　� 生駒義範（和歌山紀の川クラブ会長）
ワイズソング		
聖書朗読・祈祷	 永井　康雅　君	
プログラム	 ＤＢＣ交流会
ハッピーバースディ		
閉会宣言　　宝田昌孝（熱海グローリークラブ会長）
　　　　※ 今月の例会は食事がありません。
　　　　※ Ｚｏｏｍでの出席は可

6 月号　原稿担当者
巻頭言　　平野実郎君　　5 月第一例会レポート　相馬静香さん

西日本区第 3 回役員会（4/10　Zoom）川口

中部主査・会長会（4/17　Zoom）平野・渡辺

次期中部部会実行員会（4/13）

　　　　　　　　　川本・谷川・戸田・平野・渡辺

西日本区国際・交流事業懇談会（4/24　Zoom）

　　　　　　　　　平野・深谷・渡辺

第1 第1 第1第2 第2 第2



(2)

■ ■ ■   第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■ ■ ■

と　き：2021 年 4 月 13 日（火）

ところ：Zoom リモート

　4 月例会は「将来の名古屋クラブを考える」で、平野会長

による「2021 年 7 月～ 2026 年 6 月までに合計 15 名入会

し 2026 年度末には名古屋クラブ会員数 25 名とする」ため

の 5 か年計画を考える、でした。会員増強のための平野会

長の 3 つの提案（提案 1：家族などに声掛け、提案２：参

加型プログラムを取り入れる（子育てに悩む親を集めたセミ

ナー、レスキューストックヤードなどと協同した防災・減災

プログラム、トレッキングなど自然を楽しむ会など）。提案３：

名古屋地区のクラブが合同で、合同ライブ開催など）をベー

スに意見を出し合うものでした。 

　各メンバーから、「まだワイズの魅力を実感できない」

「YMCA やワイズに関心のある知人、友人は限られており、

難しい。同年代のリーダー経験者などに声をかけるが入会に

結びつかなかった」「ワイズ入会を直接の目的とするのでは

なく、テーマに関心のある人に参加してもらい最終的にワイ

ズ入会を考えてもらうのはよい。」「例会の卓話では本当によ

い話を聞くことができる。メネットさんも例会に出席するこ

とで、そこから新たなメンバー候補もできるのでは」「相手

を認めることが大切」などの意見が出ました。

　今回は、先日の西日本区フォーラムで「ワイズに入り、自

分が変わった（温かく、見守り育ててもらったことにより、

人に寄り添うことができ、また人に寄り添ってもらうことも

できるようになった）」と話された西日本区 EMC 事業主任

竹園ワイズ（京都ゼロクラブ）にも WEB でご参加いただき、

お話しいただきました。「京都部での地域奉仕は、困ってい

る地域を各クラブが応援する」「リーダーとのコラボレーショ

ンでワイズがリーダーに見せることが重要」「ビジネス講演

会では、身近なワイズメンバーを講師にすることで、講師も

緊張感が生まれ成長」「クラブが新しい事業を行う場合、自

分たちにないものを持っている人に参加して補ってもらうこ

とにより、相手も必要とされていることを感じて居場所とな

る」「事業を担当してもらう場合には周りが盛り上げ、支え

てあげ、一生懸命準備をしてくれた人をねぎらう」「相手を

認め、相手に寄り添う」「あの人がいるから安心だ、会いたい」

など。

　竹園ワイズのお話しからは、クラブ全体でワイズを自己研

鑽の場とし、また、居場所となるようにしている様子が、伝

わってきました。ありがとうございました。

（川口　恵）

第一例会プログラム

各号に例会以外の活動報告を掲載しておりますが、全て当委員では把握できておりません。
ワイズや YMCA 関係の行事に参加された方はその旨ブリテン委員にお知らせください。
宜しくお願いします。

ブリテン委員より
お願い

ブとＤＢＣトライアングルを締結し主任の成果として名古屋

クラブに助けて頂きました。次年度は深谷聡さんが国際・交

流事業主任を務めます。何か名古屋クラブが深谷主任の助け

になるべく結果を残したいと思います。今回のＤＢＣ交流会

は和歌山紀の川クラブとのＤＢＣ締結２０周年の記念すべき

会ですが、コロナ過のためリモート交流会となります。今後

も和歌山紀の川クラブと熱海グローリークラブとのＤＢＣ交

流会が未来永劫続くことを祈りながら一味違った交流会を楽

しみたい。

時刻	 項　　目
15:30	 Zoom 接続開始
16:00	 開会宣言・点鐘
16:03	 ワイズソング
16:05	 各クラブ会長挨拶＆参加者紹介
17:00	 YMCA からの連絡・報告
17:09	 各クラブ　自由タイム
17:33	 閉会宣言・点鐘
17:35	 フリートーク
18:00	 終了
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■ ■ ■   第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■ ■ ■

と　き：2021 年 4 月 20 日 ( 火 ) 午後７時 ～ 8 時 30 分

ところ：ZOOM によるリモート例会

１．４月第一例会の評価、反省 

　1-1�「名古屋クラブの将来」について全員で話し合う良い

機会であった。提案や意見を取りまとめ、６月例会に

て年次の評価・反省を絡め、この議題の継続審議を行

い、来期以降につなげる。

２．５月第一例会について

　2-1. �５月例会：５月８日（土）16：00 ～ 17：30　熱海

グローリークラブ、和歌山紀の川クラブとのＤＢＣ３

クラブ交流会を５月第一例会とする。詳細及びタイム

スケジュールは、添付資料を参照のこと。

　　　�蔓延防止措置発出中につき、ZOOM でのリモート参

加を推奨。ZOOM 困難なメンバーは、名古屋ＹＭＣ

Ａ 5 Ｆチャペル集合も可能とする。メールにて出欠

確認を事前に実施。

３．ＢＦ . ＣＳ献金の件

　3-1.�今年度各種献金の送金は３月中に西日本区宛満額を

送金完了した。内、個人献金のＢＦ、ＣＳ献金は 11

名からの入金あり感謝。５月末まで受け付ける。（会計：

塩田メン）

４．ＣＳ事業「恒例：潮干狩り」の件

　4-1.�5/29（土）、6/26（土）のいずれかを候補日として、

児童養護施設（南山寮、中央有鄰学院）に声をかけた

ところ、中央有鄰学院が参加の意向（引率者含め１０

数名）を示された。南山寮は、コロナの心配が無けれ

ば・・・との感触。食事提供の可否など課題は有るが、

安全で楽しい潮干狩りを企画し、実施の方向で進める

（谷川メン中心）。

５．ＹＭＣＡより

　5-1.�蔓延防止措置発出に伴い、全ての会館 20：00 閉館

を実施する。ワイズ以外の外部への施設利用を禁止と

する。

　　・‌�新年度の各クラスの募集状況は順調である。コロナ対

策怠りなく継続する予定である。

　　・�‌�日本語学院は留学生が来日できず大苦戦。４名の新入

生に留まっている。

　　・‌�ユースリーダーの募集も順調で、新しい学校からも集

まっていて３０名達成、５０名規模　のリーダー会を

目指す。

　　・‌�５月２日～４日の「ユースリーダートレーニング」は

公用車を使用し、日和田キャンプ場に直行。キャンプ

場内での活動に限定し、感染防止策を講じ注意深く実

施する。

６．その他

　6-1.�新年度７月より渡辺中部部長体制が始動する。前期

のメインイベント「中部部会」を９月１１日（土）日

和田キャンプ場で開催予定。ＹＹＹフォーラムを兼ね

た、ユースリーダー参加型の手作り感に溢れた部会と

したい。部会ホストクラブとして、名古屋メンバーに

は全面的に協力をお願いする。

　6-2.�次年度の第二例会について、４役（会長、副会長、書記、

会計）が極力全員参加できるよう、開催日をフレキシ

ブルに設定する予定（第３週火曜日→第４週火曜日）

（川本龍資）

YMCA ニュース

　新学期が始まり、YMCA では新年度プログラムが始まってい
ます。4 月から YMCA のプログラムに参加し始めた子どもたち
も、新しい環境に慣れ始めました。新たなリーダー募集も始まっ
ております。

　YMCA　5 月の予定

5/2（日）～ 5/4（火）日和田リーダートレーニング

（名古屋）
メ　ン	 7 日　谷川　修君
	 30 日　鈴木　学君

（和歌山紀の川）　
特別メネット　8 日　山本　絹代さん

（熱海グローリー）　
メ　ン　	15 日　綾野憲夫さん
メネット	13 日　李　英順さん
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何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、
互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めいめい自分の
ことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。

（フィリピの信徒への手紙２章３、４節）

西　村　　清

　愛知県に、緊急事態宣言に準じる「まん延防止等重点措

置」が４月２０日に出された。コロナ感染者急増を抑え込

むためにやむをえない事情のためと言われる。Zoom 例会

も当面続きそうである。平野会長は、私が Zoom で聞き

取りにくそうにしていることを察知しイヤーフォーンを送

ってくださった。ありがたいことと感謝している。

　ラグビーのことはあまりよくわからないですが、「ワン・

フォー・オール」、そして「オール・フォー・ワン」とい

う言葉があると聞きます。つまり「一人は皆のため」、「皆

は一人のため」、ということで、皆が協力して、一体とな

って試合に臨むというわけです。しかも試合が終わると「ノ

ー・サイド」ということで、敵も味方もなく、皆友好を深

めるという意味合いであろうと思う。

　一方、バスケットでもサッカーでも得点をあげると、そ

の選手は得意になって、はでなパーフォーマンスによって、

観客からの喝采を期待します。しかしラグビーではそのよ

うなことはないというのです。トライした選手は静かにボ

ールをキッカーにわたし、隊列にもどっていく。トライで

きたのはスクラムを組んだ人たち、ボールをパスした人た

ちの力によるものであり、全員がヒーローであるというこ

とから、「ヒーロー・イズ・イコール」という言葉が生まれ、

そのことが尊重されている。

　ワイズメンバーは、今は顔を会せて至近距離で交わると

いうことがなかなか難しくなっています。それでも同じ仲

間として、利害をぬきにして、豊かな交わりを持つことが

でき、私たちの人生を豊かに導いてくれる。そのようなク

ラブ活動でありたいと願っています。

　会費は月額 7,000 円、年額 84,000 円です。特別メネット会員は年額 24,000 円です）できるだけ 6 ヶ

月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方は7月、

10 月、1 月、4 月に納入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

会費納入

のお願い

2020 − 201 年度献金のお願い

YMCA サービス・ユース事業献金　1,500 円

地域奉仕・環境事業献金　　　　　 1,500 円

自由献金ですが、協力をお願いします。5 月末まで受け付けます。

詳しくは会計まで。


